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【国際特許分類】
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   Ｃ０９Ｄ    7/61     　　　　
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   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０２Ｚ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０２Ｃ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０３Ａ
   Ｂ０５Ｄ    7/24     ３０３Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月8日(2021.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　海洋防汚コーティング組成物であって、
　（ｉ）（メタ）アクリレートおよび／またはシリル（メタ）アクリレートモノマーを含
む少なくとも１つのポリマーを含むアクリルバインダーと、
　（ｉｉ）１つ以上のロジンまたはその誘導体と、
　（ｉｉｉ）１つ以上の海洋防汚剤と、
　（ｉｖ）液体の非環式飽和Ｃ１２－Ｃ２４モノカルボン酸あるいはその塩または、液体
の非環式分岐Ｃ１２－Ｃ２４モノカルボン酸あるいはその塩から選択される１つ以上のモ
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ノカルボン酸あるいはその塩と、
を含む組成物。
【請求項２】
　成分（ｉｖ）が、組成物の０．５質量％から１０質量％の量で存在する、請求項１に記
載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項３】
　前記モノカルボン酸が、１４－２０の炭素原子を含む、請求項１から２のいずれか一項
に記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項４】
　前記モノカルボン酸成分（ｉｖ）の分岐度が７０％よりも大きい、請求項１から３のい
ずれか一項に記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項５】
　前記モノカルボン酸が、イソパルミチン酸またはイソステアリン酸を含む、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項６】
　乾燥質量に基づく（ｉｉ）：（ｉｖ）の比が、９０：１０から４０：６０の範囲にある
、請求項１から５のいずれか一項に記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項７】
　前記ロジンが、ガムロジンまたはその誘導体である、請求項１から６のいずれか一項に
記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項８】
　成分（ｉｉ）が、組成物の０．２５質量％から２０質量％の量で存在する、請求項１か
ら７のいずれか一項に記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項９】
　前記アクリルバインダー成分（ｉ）が、少なくとも１つの以下のモノマー：（メタ）ア
クリル酸、メチルメタクリレート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチ
ル（メタ）アクリレート、２－（２－エトキシエトキシ）エチル（メタ）アクリレート、
テトラヒドロフルフリルアクリレートおよびトリイソプロピルシリル（メタ）アクリレー
トの残基を含む少なくとも１つのポリマーを含む、請求項１から８のいずれか一項に記載
の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項１０】
　成分（ｉ）が、組成物の０．５質量％から２０質量％の量で存在する、請求項１から９
のいずれか一項に記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項１１】
　前記海洋防汚剤（ｉｉｉ）が、酸化第一銅、銅ピリチオンまたはエチレンビス(ジチオ
カルバミド酸)亜鉛の少なくとも１つを含む、請求項１から１０のいずれか一項に記載の
海洋防汚コーティング組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、４００ｇ／Ｌ未満のＶＯＣを有する、請求項１から１１のいずれか一項
に記載の海洋防汚コーティング組成物。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の海洋防汚コーティング組成物を基材に塗布す
る工程を含む方法。
【請求項１４】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の海洋防汚コーティング組成物でコーティング
した基材。
【請求項１５】
　（ｉ）（メタ）アクリレートおよび／またはシリル（メタ）アクリレートモノマーを含
む少なくとも１つのポリマーを含むアクリルバインダーと、
　（ｉｉ）ロジンおよび／またはその誘導体と、
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　（ｉｉｉ）海洋防汚剤と、
を含む海洋防汚コーティング組成物中の溶脱層の厚さを減少させるための請求項１から１
２のいずれか一項に記載の液体の非環式飽和Ｃ１２－Ｃ２４モノカルボン酸あるいはその
塩または、液体の非環式分岐Ｃ１２－Ｃ２４モノカルボン酸あるいはその塩から選択され
る１つ以上のモノカルボン酸の使用。
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